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Pl−11−7　 習慣流産に お け る SYCP3 遺伝干 変異解析
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【目的】習慣流 産 の 原囚の 一つ と して 胎児染色体異数性が あ る．胎児染色体異数性は 第
一

減数分裂に お け る 染色体 の 不 分 離 が

主 な原因で あ り，Cohesin，対合，組換 え の 異常 に よ っ て 発生 す る．　SYCP3 遺伝子 は減数分裂第
一

期 に，相 同 染色体 を対 合 す

る 蛋自質 を コ ード し，同遺伝子の 変異 に よ っ て 染色体 の 不 分 離 が 起 こ り，習 慣 流 産 が 起 こ る こ とが 予想 され，Bolor らは 習慣

流産患者 に intron7 （IVS7 −」6＿19delACTT ）と exon8 （657T＞ C）の 変 異 を報 告 した．た だ し患 者の 実際の 胎児染色体異常 と

の 関係や そ の 後の 妊 娠帰結 は 不明で あ る．当院の 習慣流産の デ
ー

タ を用い ，SYCP3 遺伝子変異を検討 した．【方法】コ ン トロ ー

ル と して 流産既往の ない 出産歴の ある女性を対象とした．倫理委員会の 承認 の ドで 同意の ヒで，習 慣流 産．±．者　102 名，コ ン ト

ロ ール 82名よ り採血 し，EDTA 添加全血 よ りDNA を抽出した．　Ex〔｝n7 か ら ExDn9 につ い て Primer を設定し PCR を施行 し

た．Dye　Terminator サ ン ガー
法 に て 同 じ プ ラ イマ

ーを用い て ダ イ レ ク ト シ
ー

ク エ ン ス を行い 塩基配列 を解析 した．【成績1習
慣流産患者 1D2名の うち 1名，また コ ン トロ ール 患者 82名 か ら 1名 に既 報 告 と同部位 の変 異 exon8 （657T＞C）を認 め た．
同習 慣流 産患者の 絨毛染色休検査が 2 回 の 流 産 に つ い て 施 行 され て お り，い ずれ も正 常核型 で あ っ た，【結論】既報告の 変異で

あ る exon8 変異（657T ＞ C）は習慣流産患者，コ ン トロ
ール 患者双方 よ り見つ か っ て お り，また同習慣流産患者 の 絨毛染色体

検査が 正 常核型 で あ っ た こ と よ り，SYCP3 遺 伝子 変異 は習 慣 流 産 の 機序 に は あずか っ て い な い 可 能 性 が あ る．今 後 症 例 を増

や し t 更 に検詞をすすめ る必 要 が あ る．

P1 −11−8　妊娠成 立過程別 にみ た 後期流産の 原因に 関する 検討
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【目的】後期流 産例 を妊娠成立 過程別 に分類 し，そ の リ ス ク 図子を明らか にす る こ と に よ り後期流産 の 予 防 に 繋げ る．【方
法】2004年 1月 1 日か ら 2010年 5 月 31 目 まで に 当 セ ン タ ー

で 後 期 流 産 に至 っ た II5症 例 を対 象 と し，自然 妊 娠 群 ，　 ART
群 （IVF ／ICSI 等），　 non

−ART 群 （排卵誘発 ／AIH 等）に 分類 し後期 流 産 の 原 因 を後 方視 的 に 調査 した．子 宮 内感 染 の 定義 は

胎盤病理 で CAMstage2 以 上，胎盤 病理 不明例で は 臨 床的 CAM を満た す 症 例 と した．【成 績 】妊 娠 成 立 過 程 別 内訳 は 自然 妊 娠

92例，ARTI5 例，　 non 　ART8 例 で，自然妊娠群 （中央値 33歳） に 比べ ART 群 （40歳），　 non
−ART 群 （34．5 歳）で 有意

（P 〈  ，0001） に 高年 齢 で あ っ た．後 期 流 産 の 原 因 と して 胎 児 形 態お よ び 臍 帯 異 常 の 頻 度は 自然 妊 娠 群 29 例 （31．5％），ART

群 7 例 （53．3％ ），nQn
−ART 群 で は 認め られ ず，　 ART 群 で は有意 （P − O． 25）に 高頻 度 で あ っ たが．一

方母 体側 因 子 と妊 娠 成

立 過 程別 分類 に関 連 は無か っ た ，しか し子宮内感染が 主 原因 と考え られ る 頻度は 自然妊 娠群で 22例 （23．9％ ）で あ っ たの に 対

して ART 群 6例 （40．  ％），　 non
−ART 群 6例 （75．0％）と ART 群，　 non

−ART 群 で有意 （P ＝0．008）に高頻度で，生殖医療

群 （ART 〆hon−ART 群｝ と 自然 妊 娠群 の オ ッ ズ比 は 3．471 （95％ 信頼 区 間 1．345〜8．958）で あ っ た．年 齢 因 子 と生 殖 医 療 の 有

無 に分類 して 子 宮内感染の 頻度を再検討 した と こ ろ 35歳未満 の 生殖医療群 で 4，i
’
4 （100％ ）t　 35 歳以 上 の 生 殖医療群 で 8，

／19

（42．1％ ）と，35歳未満の 自然妊 娠群 12／55 （21．8％），35歳 以 Eの 自然 妊 娠 群 10、！37 （27．0％ ）に 比 べ 有意 （P − O．007）に 高頻

度で ，年齢因壬との 関連 は認 め られ なか っ た．【結論】生 殖医療 後 妊娠 例 で は子 宮内感 染 を主 因 とす る後期流 産が 自然妊娠例 に

比 べ 約 3倍高 い 事 を認 識 して 妊婦健診 に あた る こ とが 後期流 産 予防の 第
一歩 で あ る．

P1 −11−9　 当院 にお け る卵 子 提 供 妊 娠 の 予 後及 び周 産期管 理
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【目的】SO 人に 1人 が ART に よ り妊 娠 す る今 日，卵了提 供 妊 娠 も徐々 に増 加 して い る可 能性 が 考え られ る が．卵子 提供妊娠 ・

分娩 に関す る危険性 につ い て 議論される こ とは 殆 どない ．今回我々 は卵子提供後の 妊娠
・
出産の 転帰に つ い て ，臼己 の 卵子 に

よ る IVF （ICSI な ども含む）妊娠症例 と比 較検討 した．【方法】A 群 ： 当院で 2000 年 1 月か ら 2010 年 6 月 まで に出 産 した 卵

子提供の IVF を 行っ た 17症 例，　 B 群 ； 同期 間 内で 自分 の 卵子 で IVF を行 っ た 500症例 の 2 群 に つ い て の 妊娠 ・分娩経過 を

分析 した．なお，学会等の 発表に つ い て は 患 者の 同 意 を得 て い る．【成績】卵子提 供の 理 山は，早発 閉経 2例，加 齢 そ の 他 15
例．A 群 とB 群の 間におい て ，平均出産年齢 （歳）〔44．1 ± 4．5　vs ．37．0 ± 3．6），31週未満早産率 （17．6％ vs ．8．4％），　 PIH 発症率

（41，2％ vs ．7．8％ ），双胎 で の PIH 発症率（83．3％ vs．14．8qの，胎盤異常（前置胎盤 ・低置胎盤 ・癒着胎盤）（23．5％ vs，4．2％）．帝

モ切閉率 （IOO％ vs ．50．4％ ），輸血 率 （23．5％ 、
．
s．1．0％），全 て の 項目で 両群間に 有意差 （p〈 O，Ol）を認め た．【結論】卵子提供

妊 娠 は，卵 子提供 に よ らない ART 妊娠症 例 に比 較 し明 らか にハ イ リス ク で あ る．我 々 は こ の 結果 を 元 に，こ の 1年間卵 子提

供妊 娠例に 安静入 院 管理 及 び 自己 血 貯 血 を 行 っ た とこ ろ．2009年ま で は IOO96だ っ た双 胎 妊 娠 の PIH 発 症 が，本年は 双 胎 妊

娠 2 例共に 妊娠中の PIH は 認め ずt　 1例 に 産褥期 の PIII発症 を認 め る に と どま っ た，今後 は 患 者 に 対 して も卵子提供妊 娠 に

つ い て の 正 しい 情報提供とリス ク 理解 の ため の 啓発 が必須 で ある．
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